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Groping for Their Way

᩷௶ฌܑ
AOYAGI Kiyotaka

　私たちの長老よ、叡智に基づいて、彼らは私たちの過去をその記憶にとどめ、私
たちが耳を傾けるならば私たちの今日を方向付け、私たちの未来に指針を与えてく
れる。
　彼らは尊敬に値する人々であり、決して粗末に扱ってはならない。長老はプエブ
ロにとって価値ある資産であり、部族の歴史、文化、慣習の守り人であり、プエブ
ロの子どもたちにプエブロの歴史、文化、伝統を受け渡すという希望を託す最上の
人なのである・・・

（ElderlyȱCodeȱofȱtheȱPuebloȱofȱLagunaǰȱIwamotoǰKǯCǯの論文より引用）

ŗǯȱȱプエブロ・ラグーナ概観

　アメリカ南西部には ŗşのプエブロ・インディアンのコミュニティが存在
する。その大半はリオ・グランデ川沿いに分布しているが、プエブロ・ラグー
ナ（PuebloȱofȱLaguna）の保留地 Řǰŗśŝ平方キロは、この流域からやや離れて、
テイラー山（řǰŚŝŗメートル）南麓、標高 ŗǰŜŖŖ～ ŘǰŞŖŖメートルの高地に位
置している。西 ŝśキロにニューメキシコ州の最大都市アーバカーキ、東 śŖ
キロにグランツがある。インターステート ŚŖ（旧ルート ŜŜ）ハイウエイが
この保留地の中を横断して走っている。ラグーナはスペイン語の湖を意味し、
彼らの保留地に存在する湖からその名がついたもので、本来のケレス語の名
称はカワイク（Kawaik）である。
　ラグーナは東から国道沿いあるいはそれに近接して並ぶメシタ（Mesita）、
ラグーナ、エンシナル（Encinal）、パラエ（Paraje）、セアマ（Seama）と、
やや北のパグワテ（Paguate）の Ŝつの村からなり、ŗǰŝŖŖ～ ŗǰşŖŖメートル
の標高に位置している。村の総人口は řǰŞŚś人（ŘŖŖŖ年）、うちプエブロ・
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ラグーナはȱ řǰŜŜş人であるが、保留地外に居住している人も含めればプエブ
ロ・ラグーナの成員は ŝǰřŖş人を数える。
　ラグーナ村はラグーナ全体の中心地である。ŗşşŜ年筆者の訪れたのは、
このラグーナ村と、ウラニウム鉱山の開発によってもっとも大きな影響を
蒙ったパグワテ村であった。ラグーナ村はなだらかな傾斜地にあり、パグワ
テ村はインターステート ŚŖを横切った反対側の小高い丘にあり、眼下にラ
グーナ村を一望する位置にある。ラグーナ村に入ると、ひときわ目につくの
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が、フランシスコ修道会によって ŗŜşş年頃、建設された聖ヨセフ教会であり、
ş月 ŗş日は全村を挙げて聖ヨセフの祭礼がある。
　プエブロは長い間トウモロコシ、カボチャ、マメなどの農耕を中心として
生活してきた。最初のヨーロッパ人との接触はスペイン人がリオ・グランデ
峡谷に進出した ŗŜ世紀であり、それ以後スペイン人によって導入された羊
の飼育を行うようになった。ŗŞŘŗ年、メキシコ支配下に入り、やがてアメ
リカ－メキシコ戦争の結果、この地方一帯はアメリカに割譲された。しかし
アメリカ政府が彼らの土地の権利保護を適切に行うことを怠ったため、多く
の外来者がプエブロの土地に移住するようになった。私有地土地請求裁判所
によって、プエブロ・ラグーナの土地権が確定したのは ŗŞşŞ年のことである。
　部族としてのプエブロ・ラグーナのまとまりは ŗşŖŞ年に制定された最初
の成文憲法によるものである。同憲法によって Ŝ村の連合によるプエブロ議
会の創設が定められた。śŞ年さらに ŞŘ年にこの憲法は修正された。
　現在プエブロ議会は知事以下 Řŗ人から成り、ラグーナ村にある会議場で
毎週議会を開催し、立法および司法その他関連事項の審議を行う。またその
ほかに各村内にも村議会があり毎週議会が開かれる。ŗŞ歳以上の男性成員
はこの村議会に出席することが求められている［NewȱMexicoǱȱŚŚŜȬŚŚŝ］。
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Řǯȱȱウラニウム鉱山の開発

　人類初の原子爆弾を使用して日本に勝利したアメリカは、第 Ř次世界大戦
後もソビエトとの間で冷たい戦争を繰り広げていた。優れた原子爆弾をソビ
エトに先んじて製造するために、ウラニウム採掘はもっとも重要な軍需産業
であった。アナコンダ銅採掘会社がラグーナの保留地でウラニウム鉱床を探
索する許可を得たのは ŗşśŗ年のことである。その年の ŗŗ月、飛行機の頭部
にガイガー計測器を設置して飛行したところ、パグワテ村の近くでガイガー
計測器の数値が突然上昇し、探査したところこの付近から良質なウラニウム
の鉱床を発見したという。この鉱床はジャックパイル（Jackpile）と呼ばれ
るようになった。この地域におけるウラニウム採掘の経緯について、以下主
としてシットニック（SittnickǰȱPǯ）によってラグーナ中学校用に作成された
学習指針『ウラニウム鉱業とラグーナ・プエブロへの影響』ȱに基づいて記述
してみよう。
　会社はプエブロ・ラグーナから土地を借り、この土地を使用してウラニ
ウムを採掘する権利を得る代わりに、ラグーナに鉱山賃貸料を支払うことと
なった。この契約に際してはアメリカインディアン局（BIA）が仲介をして
いる。貸借契約は śŘ年の ŘŖ平方キロ、Ŝř年に ŗŖ平方キロ、さらに ŝŜ年に ŗǯř
平方キロと ř回にわたって締結され、計 řŘ平方キロ弱の土地がウラニウム
採掘のために使用されることとなった。
　すでにこれより以前からプエブロ・ラグーナより西方のグランツでも、ウ
ラニウム採掘が行われていたが、そこでは地下採掘の方法が取られていた。
しかしジャックパイルの鉱床は広大で、地下で作業する鉱夫に新鮮な空気を
送ることが困難であったことから、会社は鉱床を覆っている大量の地表土を
除去して、露天掘りを行うこととした。
　śŞ年の暮れまでにはこの地区から産出するウラニウムは、ニューメキシ
コ州で採掘されるウラニウムの ŝŖ％を占めるまでとなった。その後閉山す
るまでの Řş年間に、会社は řつの露天掘りと、şつの地下鉱山を操業して
いた。
　ジャックパイルは řつの露天掘りの中で最大のもので、採掘現場は地面か
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ら ŗşŖメートルあまり深く、ŝŖ階建てのビルがすっぽり埋まるほどであっ
た。他の Řつの露天掘り場である南パグワテは ŗŖŖメートル、北パグワテは
ŜŖメートルの深さであった。
　やがて採掘事業はアナコンダ社からアトランティック・リッチフィールド
社（ARCO＝アルコ社）に引き継がれた。
　操業は休みなしの ŗ日 ŘŚ時間、また ŗ週 ŝ日続けられた。鉱山会社の従
業員はほぼ ŞŖŖ人で、そのうち ŝ割がラグーナであり、彼らはガイガー探
知機、削岩機、重機、砕石機の操作やトラック運転、また事務関係など、あ
らゆる労働に従事していた。給料は悪くはなく、また鉱区使用料でラグーナ
は潤った。とはいえこれらの金額はアナコンダやアルコ社の得た収益の ŗ％
にも満たなかったという［SittnickȱŗşşŞǱȱŗŜȬŗŝ］。当時鉱山労働者賃金は年収
ŗŝǰŖŖŖ～ ŗŞǰŖŖŖドルであったという［Albuquerqueȱ Journalȱ SundayǰȱOctoberȱ
ŗşǰȱŗşŞŖ］。
　鉱山操業中は鉱区使用料として ŝǰŗŖŖ万ドル、リース料 ŘŖ万ドル、ラ
グーナ・コミュニティ成員には手数料として ŞǰśŖŖ万ドル以上が支払われた
［HelmsȱŘŖŖŝ］。
　

řǯȱȱウラニウム鉱山の閉山
　
　好況に見えたウラニウム採掘も長くは続かなかった。冷戦の終結、他地域
でのウラニウム鉱山の開発などいくつかの理由により、ラグーナの鉱山は価
格競争に敗れ ŗşŞŘ年閉山に至った。
　再びラグーナ中学校学習指針の『ウラニウム鉱業とラグーナ・プエブロへ
の影響』によれば、保留地人口の失業率は ŝŖ％であったが、操業時は ŘŖ％
に下がった。人々が給料や鉱区使用料を手に入れて景気のよかった頃、収入
はテレビ、車など消費財の購入に用いられ、その生活水準は格段に向上した。
また集落内にビルを建て、道路を舗装し、各戸毎の上水道を整備するなど、
この鉱山のおかげで、彼らは全プエブロ中もっとも裕福になった［Sittnickȱ
ŗşşŞǱȱŗŝ］。筆者がパグワテ村を訪れたのは、閉山から ŗś年ほど経っていたが、
埃っぽい広場や家が目についた。インフラは適度に整備され、小規模ではあ
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るが新しい公共住宅が何棟か建てられており、昔風の家と曲がりくねった村
道、祭儀広場などのあるラグーナ村とは対照的であった。
　しかし収入増加によるアルコ－ル消費の増大、麻薬の浸透、犯罪の増加、
さらには鉱山会社に就職するために、学業を全うすることなく中途退学する
若者も多くなっていた。
　閉山に伴って失業率は再び ŝŖ％台に上昇した。そして村に残されたもの
は何であったのであろうか。

（ŗ）ウラニウム放射線による深刻な人体被害と水質汚染（パグワテ川）、
果樹園・農地・牧草地の汚染

　ウラニウムの危険を知らされていなかった労働者は後年癌の発病に苦しむ
ことになる。ŗ また埋め戻された土地は農耕や牧畜に使用することは不可能
である。

（Ř）広大な採掘跡地
　掘削された採掘跡地は当時世界最大規模のものであった。当初の約束では
終業時にはアナコンダ社が埋め戻すことになっていたが、アナコンダ社を引
き継いだアルコ社との交渉には ŝ年間を要した。最終的に Şş年アルコ社は
ŚǰśŖŖ万ドルを支出し、ラグーナ自身がその作業を引き受けることになった。
それがラグーナ建設会社である。

ᣂ▽䬽౏౒૑ቛ ᤄ㘑䬽ኅ 䯴⑂௾ᐢ႐䬽ㄭ䬞䯵
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（ř）爆破によるパグワテ家屋被害
　彼らの居住していた伝統的石造りの家は爆破の度に振動を受けて、ひび割
れを起こした。ウラニウム放射線による環境汚染と鉱山採掘の爆破による家
屋被害など荒れ果てた光景のパグワテ村はラグーナ村と対照的である。

Śǯȱȱ経済の建て直し

　鉱山会社から得た鉱区使用料は、個々人に分配されることなく、株券、公
社債、不動産などに投資された。また一部は近代的行政府の建築、その他成
員の生活環境の整備に当てられた。こうした資産のおかげで閉山後の経済再
建に取り組むことが出来た。

（ŗ）ラグーナ建設会社
　埋め戻しをラグーナ自身が引き受けることにより、アルコ社から支出され
た ŚǰśŖŖ万ドルを基金として、Şş年ラグーナはラグーナ建設会社を設立した。
ウラニウムという危険物質採掘地の埋め立てのため特殊な方法が必要とされ
たため、Şş年から şŚ年までの ś年間かけて埋め立てはほぼ完了した。会社
は ŝś人の従業員を抱え、şŖ年代からは空軍とも契約していくつかの州で ś
年間 řǰŝŖŖ万ドルの事業を行ってきた。また ŗş万ドルの契約で ŘŖŖŚ年から
はイラクの国防省の建物の修復などを行なっている［LagunaȱConstructionȱ
CompanyǰȱIncǯȱŘŖŖŝ］。
　

䮰䭷䯃䮑ᑪ⸳ળ␠┙䬵⋴᧼
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（Ř）ラグーナ製造会社
　保留地内で最大の企業で ŗşŞŖ年にメシタ村に設立された。従業員 ŘŘŖ人
でうち Şś％がラグーナの成員である。年収 ŗǰśŖŖ万ドルで金属板製造、電線、
電気部品組み立て、通信防護用装備（アメリカ国防総省との契約）などを生
産しており、事業拡大の方向にある。

（ř）ラグーナ商会
　ラグーナ商会はスーパーマーケットとガソリン給油施設を含むカサ・ブラ
ンカ・マーケット・プラザを経営しており、ŚŘ人が雇用されている。マーケッ
ト内には小規模の商店もあり、人々は自作のベルト、アクセサリーや土器、
バスケット、絵画などを販売することも出来る。

（Ś）ラグーナ・レインボー・センター
　高齢者の長期療養施設で Śś人が働いている。このほかアコマ‐カノンチ
ト‐ラグーナ病院もあり、勤務者は ŗśŖ人である［NewȱMexicoȱǱȱŚŚŝ］。

（ś）カジノ
　経済開発として一番遅れて登場したのがカジノであるという事実は大多
数の部族について言えることである。ニューメキシコとアリゾナに分布する
ŗşを数えるプエブロは例外なくカジノを経営している。ラグーナのカジノ
は、他のプエブロよりその開設が遅れた。現在ラグーナの経営するカジノは、
ダンシング・イーグルとルート ŜŜの Ř箇所である。アーバカーキ郊外にあ
るルート ŜŜは、シカゴからこのラグーナ保留地を通過してロサンゼルスに
至る有名な旧ハイウエイの名に因んで付けられた名前を持つカジノで、週日
は午前 Ş時から午前 ř時まで、週末は ŘŚ時間営業で ŗŘśŖ台のスロットマシ
ンに řつのレストランを併設する大賭博場である。カサブランカのハイウエ
イに近いダンシング・イーグルもルート ŜŜ同様、ラグーナの住民以外の旅
行者を呼び込むことを目的としている。
　ラグーナの場合は、カジノ経営の歴史は浅く、その将来性は未知数である。
今のところ、ラグーナのカジノの収益は公表されていない。将来ニュージャー
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ジー州ピーコット経営のカジノのように、その収益によって文化再生のチャ
ンスを掴めるかどうか現在のところ不明である。

śǯȱȱ文化の再興

　自己の保留地の中でのウラニウム鉱山の開発というネイティブ・アメリカ
ンの中でも稀有な経験を通して、ラグーナは自分たちの文化にどのように向
かい合ってきたのであろうか。鉱山開発は彼らの生活にある意味では致命的
な打撃を与えたが、鉱山から得た鉱区使用権を有効に利用することによって、
経済の壊滅的破壊は免れた。

（ŗ）キリスト教会との習合
　幸いなことに、ラグーナの重要な
伝統的祭儀は世代を超えて今日まで受
け継がれてきている。さらに ŗŝŖŖ年
代初期に導入されたキリスト教は、ラ
グーナの伝統として今日に息づいて
いる。以下は ŘŖŖŝ年に Ŝ村で行われ
た祭礼暦である［CalendarȱofȱNativeȱ
AmericanȱEventsȱandȱDances］。

ȱř月 ŗş日 ȱラグーナ村 ȱ聖ヨセフ祭　収穫踊りほか
ȱŝ月 ŘŜ日 ȱセアマ村 ȱ聖アン祭　　収穫踊りほか
ȱŞ月 ŗś日 ȱメシタ村 ȱ聖母昇天祭　収穫踊りほか
ȱş月 Ş日 ȱエンシナル村 ȱ収穫踊り　　社交ダンス
ȱş月 ŗş日 ȱラグーナ村 ȱ聖ヨセフ祭　バッファロー踊り、鷲踊り、社交ダンス

ȱş月 Řś日 ȱパグワテ村 ȱ聖エリザベス祭　収穫踊りほか
ȱŗŖ月 ŗŝ日 ȱパラエ村 ȱ聖マーガレット祭　収穫踊り、社交ダンス
ȱŗŘ月 ŘŚ日 ȱラグーナ村 ȱŗŖ時の礼拝終了後ダンス

⧯⠪㆐䬛⡛䮯䮂䮜ᢎળၴᐥ䬽ୃᓳ૞ᬺ䭡ⴕ䬲䬵䬓䭚



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁16 17䮞䭯䮝䮴 䯂 䮰䭷䯃䮑䬽ㄡ䬲䬮㆏

　バッファロー踊り、鷲踊りといった元来教会には関係のないプエブロの伝
統儀礼が、キリスト教の祭礼と合体して行われている。教会暦による一年の
リズムがラグーナの儀礼・祭礼の時を決定しているようである。
　これらのラグーナ内の祭りに加えて、大半のプエブロによっておこなわれ
る行事や祭礼などに、ラグーナ・プエブロも参加している。これらにもイー
スターやクリスマスがプエブロの古い祭礼時と合体している例がみられる。
たとえば、イースターには、大半のプエブロはトウモロコシ踊りをおこなう。
ȱ

（Ř）ラグーナ語と伝統文化の保持
　キリスト教が導入される以前のラグーナ文化として、ラグーナ中学校長は
ラグーナ語の重要性を強調していた。ラグーナ語は他のプエブロと共にケレ
ス語に属するが、ケレス語自体、ネイティブ・アメリカンの他の言語と関連
を持たない孤立語であるといわれ、ŗşşŖ年現在ケレス語話者は ŚǰśŞŖ人に過
ぎないそうである。ラグーナの人々の話していた言語は ŝつの方言の一つで
西ケレス語に属する。彼らの言語は言語学的にはケレス語であるが、ここで
はラグーナの人々の一般的使用法に従ってラグーナ語と表記しておく。
　彼らの母語衰退の最初のきっかけは、鉄道とハイウエイがラグーナ保留地
内を横断した当時に遡るが、とくに顕著になったのは ŗşśŖ年代ウラニウム
鉱山採掘が始まった頃からである。鉱山事業はラグーナに主流社会とのこれ
までにない相互関係をもたらした。鉱山採掘では労働者として多くのラグー
ナ住民が雇用され、現場で外部からの労働者と日常接触するようになった。
こうした状況下の ŗşŝŖ年代半ばに、母語教育の重要性がコミュニティの人々
に意識されるようになり、母語が消滅しないように種々な試みがなされ、い
くつもの計画や個人的な努力が払われた。そのなかでも顕著であったのは、
ラグーナ語辞書を編纂する試みや、いくつかの村でラグーナ語の教室が設け
られたことであった。
　ŗşşŗ年ラグーナ中学校（ニューメキシコ州では部族が企画・建設・運営
を始めた最初の中学であった）は、言語・文化に馴染むための Ř年間の予備
的研究を始めたが、資金不足でそれ以上続くことはなかった。しかしその年
に小学校とヘッドスタート（小学校就学前の子供たちに、色彩の名称、文字
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の読み方、鉛筆の使い方など基本的なことを教える場）がラグーナ語の学習
クラスを始めたのである。
　ŘŖŖř年 ş月ラグーナの教育省長官サンチェスはヘッドスタート計画の再
認可に関する上院公聴会において以下のように述べている。
　
　ラグーナ・プエブロは思想、教育、家族をたいへん重要と考えているが、同時に
我々の伝統文化と儀礼にも大きな価値を置いている。幼児期は認識上、身体上のみ
ならず、社会的、文化的意味においても、生涯を通じて発達をする上で、きわめて
重大な時期である。我々の慣習では、子どもたちはすべての人に属している。我々
の伝統ではすべての大人が家庭やその他の場所で子どもたちと共にいることで、教
育が行われてきた。しかし大部分の大人たちは現在収入を得ることに忙しく、昔の
ように子どもたちと付き合うことはできない。それ故、昔のような文化と伝統につ
いての教育はヘッドスタートや、初期幼児プログラムによって補わなければならな
くなった。・・・
　文化についての教育において重要なのは言語の保持である。我々の誰もが言葉を
十分に理解しなければ、我々の文化を十分に理解することは出来ない。これまで言
語と文化は各家庭で親たちから世代を通じて伝えられてきた。
・・・ラグーナであるために、そしてラグーナが世界に存続するために、ラグーナ
の世界観、価値観、信仰、規範、技能は世代を通じて伝えられなければならない。
ラグーナ個人ないしはコミュニティへのアイデンティティがあるというならば、歴
史、親族の役割、クラン組織、人生儀礼について知らなければならない［Sanchezȱ
ŘŖŖř］。

　冒頭に掲げた長老賛美の文章は、ウラニウム鉱山の開発と閉山という急
激な文化的・経済的変化の中で、ラグーナの人々が感じている深刻な危機意
識を表しているともいえよう。こうした努力にも拘らず、母語を話せる住民
が次第に減少しているという事実があり、ŗşşŖ年の国勢調査ではラグーナ・
プエブロにおける母語の話者は ŗǰŜşś人に過ぎない。
　

（ř）伝統文化再生と技術文化の折り合い
　これまでラグーナ住民は多面的に現代科学技術に関心を持たざるを得な
い環境に置かれてきた。ȱ伝統文化再生と技術文化の折り合いをどうつけるか
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は、住民の関心事である。筆者が ŗşşŞ年 ŝ月、訪問したラグーナ中学校長チェ
ロミア（NicholasȱCheromiah）氏の話は、日進月歩する科学技術と彼らの
伝統的文化をどう組み合わせて教えるかという課題が中心であった。彼は伝
統的文化、とくに歴史に注目し、その継承に科学技術を役立てることを考え
ている。さらに現在の文化にも関心を示していた。ラグーナ文化の再生の歩
みは始まったばかりである。
　プエブロ・ラグーナに近接するイズレッタプエブロの街並で見かけた掲示
板には、カジノで儲けたお金で母の日にお母さんに贈り物をしようなどと書
かれていた。それはカジノの日常性を窺わせるとの印象を強くする。部族文
化は伝統的性質のものばかりでなく、外部からのアメリカ的慣習・生活様式
がすでに取り入れられており、複合的部族文化と名付けたほうが適切であろ
う。また、カジノが強力な手助けとなり、カジノ文化が部族文化を特徴付け
るとも想像される。イズレッタの掲示板はその証拠のように思えるのである。

䭫䮁䮳䮊䮆䮞䭯䮝䮴䬽ⴝਗ䭎䬶⷗䬚䬠䬮ឝ␜᧼1998ᐕᒰᤨ䮰䭷䯃䮑ਛቇᩞ㐳
䮈䭮䮴䮦䭩᳁
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註

ŗǯȱパグワテ村でウラニウム鉱山に Ş年間働いていたパーリー（DorothyȱPurley）は肺癌と診断さ
れた。彼女は地下鉱でハンマーを使って岩を砕く仕事に携わっていたが、一度も被爆について聞
かされたことはなかった。彼女の母もなくなり、兄は Ś人の子どもを残してなくなった。彼は řŖ
年近くアナコンダ社で働いていたので、彼女は兄が胃癌で死亡したと考えている。砕石工場はパ
グワテ村の東にあり、風は東から吹いているので、村中に悪臭が常に漂っていた［SittnickȱŗşşŞ］。
また彼女の娘であるガルシア（CarlettaȱGarcia）は次のように述べている。

私は採掘のもっとも盛んな時代にパグワテ村で育った。ほぼ毎日昼と夕食の頃爆破を知らせる
サイレンの音が鳴り響く。子どもたちは爆破を見るために外に飛び出し、大人は家が壊れるの
を心配して外に出た。もし風が村の方向に吹いてきている時には、粉塵がすっぽり村を覆い、
硫黄のいやな臭いが何時間も家の中にとどまっていた。母は高品質の鉱石を運搬する大きなト
ラックの運転手となり、友達とその鉱石の上でよく弁当を食べた。誰もウラニウムが危険だと
知らなかった。私はアコマ保留地で育った男性と結婚したが、彼も皮膚癌と診断された［Garciaȱ
ŘŖŖŝ］。
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